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【資料１】

令和3年3月末現在

開催日 事業名 担当館 内　容 対象 定員
申込
人数

（注１）

参加者
数

成　　　果

第4(土) おはなし会 小林 － 23人 23人

毎週(土) おはなし会 そうふけ － 205人 205人

第3(木) おはなし会 印旛 － 28人 28人

第3(土) おはなし会 本埜 － 40人 40人

通年
新聞リサイクル
（毎月1日～8日）

全館
(注2）

保存期間が過ぎた新
聞のリサイクル

一般 － － 自由来館

住民へ提供・還元することができ、資料の
再利用を図ることができた。（9月から再
開）

リサイクル冊数　2667束、100％

通年
図書紹介コーナー
「おすすめの１冊」

小倉台

職員もしくは利用者か
らのおすすめ本を紹
介するコーナーを設
置

自由参加 － － 自由来館
利用者や職員が図書の紹介をしあうこと
で、読書の普及ができた。

1/13～
常設化

小倉台

9/5 そうふけ

10/10 小林

1/16 印旛

7/28～
8/30

環境月間展示
（注3）

そうふけ
印西市環境基本計画
に基づく環境に関す
る資料の展示

自由来館 － － 自由来館

「地球温暖化と異常気象」をテーマに、関
連する本を集めて展示し、環境問題につ
いて考えてもらえる機会となった。

10/27～
11/29

小林 展示：ＳＦビッグスリー

アイザック・アシモフ生誕100周年にちな
みＳＦビッグスリーと呼ばれたアシモフ、ハ
インライン、クラークの作品を展示し、多く
の方に興味をもってもらうことが出来た。

10/27～
11/29

そうふけ
展示：英国ミステリー
の世界

アガサ・クリスティー生誕130年を記念し、
英国ミステリー小説の名探偵たちと、その
時代背景について書かれた図書を集めて
展示し、多くの方に興味をもってもらうこと
ができた。

10/27～
11/9

小倉台
展示：図書館ちょっと
むかしのベストリクエス
トたち

小倉台図書館が開館して20年。過去のベ
ストリクエストを集め、多くの方に興味を
持ってもらうことができた。

10/3～
11/12

印旛 展示：音を楽しむ
ベートーヴェン生誕25０年にちなみ様々な
音楽に関する本を集めて展示し、多くの
方に興味をもってもらうことができた。

10/27～
11/29

本埜
展示：三島由紀夫　没
後50年

三島由紀夫没後50年にちなみ、著作と関
連資料を集めて展示し、多くの方に興味
を持ってもらうことができた。

10/8
ママ・パパ　図書専
用テープ補修体験

印旛
保護者向けに、図書
専用テープを使った
補修体験を行う

一般 5人 2人 2人
本の修理について知っていただく良い機
会となった。

10/18 キミは名探偵！ 印旛
子ども向けに、本探し
体験と工作を行う

小学生 3人 3人 3人
図書館の本の探し方を、ゲーム的要素を
取り入れながら行い、本への親しみを深め
図書館利用意識向上を図ることができた。

12/18～
12/19

クリスマスほんのお
たのしみ袋

小倉台
絵本が3冊入ったおた
のしみ袋を貸し出す

児童 20人 20人 20人
新たな絵本との出会いを提供し、利用者
の好評を得た。

令和２年度事業報告

【主催事業】

－
自由来
館

幼児
小学生
保護者

子どもたちに絵本や紙芝居を通じてお話
の楽しさを感じてもらうことができた。
参加者計：296人

【事業について】　令和２年度は４月１日から６月１日まで新型コロナウイルス感染症拡大防止のため図書館全館が利用休止したため、昨年度から事業
内容に大幅に変更があった。

自由来館

住民へ提供・還元することができ、資料の
再利用を図ることができた。

各館リサイクル点数及びリサイクル率
小林　 　 1,583点、88.6％
そうふけ　3,595点、89.1％
小倉台　　6,608点、97.3％
印旛　 　 1,607点、77.9％

読み聞かせ

ブックリサイクル
図書館で定めた保存
期限を過ぎた雑誌・図
書のリサイクル

自由来館 － －

読書週間事業
（注４）

一般 －
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開催日 事業名 担当館 内　容 対象 定員
申込
人数

（注１）

参加者
数

成　　　果

小倉台
小学生
以下

100人 100人 100人

そうふけ
小学生～

一般
110人 110人 110人

2/16～
３月末

おうちおはなしセッ
ト

小倉台
おすすめ絵本セットを
貸し出す

幼児
小学生
保護者

－ －
自由
来館

新たな絵本との出会いを提供し、利用者
の好評を得た。
実績：82セット

1/5 ほんのおみくじ
おみくじを引いてもら
い図書館おすすめ本
を貸出しする。

おみくじやおすすめの本を通じて、図書
館への興味や関心を持ってもらうことがで
きた。
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